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いまのこどもの姿と将来の姿のイメージ ③ 

                                 園長 片山喜章 

園生活の新年は、今年度の“保育のまとめ期”を意味します。しかし『“保育のまとめ”って

何ですか』と問われても、答えづらい時代になりました。日本の保育・教育の課題は、従来型の

教育方法から脱皮することです。「環境を通して」「主体性」「関係性」「自己肯定感」等、保育が

向かうべき道は示されていますが、現状は、その道を歩めていない。それは、どうしてなのか。  

そこを、社会全体で突っ込んで語り合い、分かち合いの輪を広げる必要性を感じています。そ

れこそが、人類社会が、ここ５０年の激変で被った《歪》への《対抗手段》であると思います。 

私が、小学校の頃、３２億人と習った世界人口は、７０億人を超えています。エネルギーの消

費量もここ数年だけでも急こう配で増加。情報に至っては、大量、多彩、細分化し、ネット社会

は、日々、新たな問題を生んでいます。平安時代や江戸時代の人には考えも及ばない社会になり

ました。世界では毎日、４万人が餓死し、その一方、日本では、毎日、３００億円相当の食料が、

廃棄されています。過日の《行政監査》では、幼児の１日１人あたりのカルシュウム摂取量が、

牛乳に換算して３０ｃｃ足りない！という指摘がありました（１日の必要栄養摂取量の５０％を

保育園で摂取する事が基準）。早速、牛乳を幼児全体で２リットル増やしました。保護者の中に

は、不安や不信を抱かれる方が居るかもしれません。私は、認可保育園に対して、もっと大事な

《生きる力になる栄養素》について、行政が厳しい基準を設け、指摘すべきと考えています。 

 

年頭から荒れ模様ですが、今の子どもたちは、全世界から見ると、あるいは、ひと昔前の日本

と比べると、《制約づくしで、非常に特殊な形で庇護された窮屈な環境》の中にいます。 

“いま”を顧みて、望ましい保育のあり方を探るのは、困難の極みです。それは、保育園だけ

では絶対！無理で、保護者のみなさんと協働し、社会全体で挑むべき課題だと思います。 

いじめの発生件数自体は、今も昔もさほど変わらないと思いますが、ＩＴとともに、物と情報

が豊かな社会になり、子どもの感受性が豊かになっても、国民の本音の人権意識は高まらず、子

どもだけでなく、園や学校の先生も、保護者も、とどのつまり、国民全体が、深く傷つきやすく

なりました。いじめ問題は、加害児対策が根本的に重要な課題ですが、置き去りになっている感

があります。しかし、厳罰に処する感情論は、逆効果になる事は、世界情勢を見ればわかります。 

園内では、子どもどうしのトラブルが、たびたび起きます。それは、昔も今もかわりません。 

ただ違うのは、１０年、２０年前に比べて、トラブルの中身は似ていても、被害児のダメージ

も加害児心理も変わっています。ですから、子どもどうしのトラブルについて、その意味や対処

の仕方について、保護者の皆さんと突っ込んで話し合う事が、とても重要だと実感しています。 

園や保護者が立場を越えて、ガチに話し合った末に、分かち合いができれば、一定の価値観の

渦ができる。そんな状況が生まれると、それは“エネルギー”に転じる。もしも、子どもどうし

がトラブったとき、大人は毅然と叱る。すると、この“エネルギー”と大人の毅然と叱る態度が、

加害児の荒れた心を和らげ、被害を受けた子どものダメージも多少、軽減されて、その子自身の 

“たくましさ”に変容する。  そんな「信念」を抱きはじめた、今年度の新年です。 


